
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

継続的に事業を実施し子育て支援員の育成を図る。

目標に対
する成果
の状況

研修は数日間にわたるため仕事の都合がつかなく欠席する場合もあり修了した者は予定を下回った。

 概算事業費（B（A）+C） 0 10,360 14,723

791 791

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

4,784

Aの
財源

9,569 13,932

0 0 6,966

4,785 6,966

概　算
人件費

0.10 0.10

0

9,569

子育て支援員養成人数

成果目標の達成状況

項目 H26末

-

H29
目標

-

27年度

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である
子育て支援員研修事業実施要綱

子育て支援員の養成　０人（H27）→160人（H28）
※H32年度までに800人の子育て支援員を養成する。（160人／年×５年間）

　市町村への事前の参加希望者を調査して目標設定。

合計 13,932 9,569

区　　分（単位：千円） 28年度

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

子育て支援員認定研修事業 委託
子育て支援員養成研修の実施
委託先：(株)ニチイ学館       実施回数　　１回

13,932 9,569 13,932

当初予算

160人
補正予算 △ 4,363

146人 未達成

Ｈ28
H27末

目標 成果 達成状況

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開
４－(２)信州に根づくつながりの継承

(ア)地域の担い手の確保

(ウ)子育て支援サービスの充実

13,932

　子ども・子育て支援新制度において実施されるファミリー・サポート・センター、一時預かり、放課後児童クラブ、地域子育て支援拠点等の
事業や家庭的な養育環境が必要とされる社会的養護について、子どもが健やかに成長できる環境や体制が確保されるよう、これらの支援
の担い手となる人材を確保する。

・子ども・子育て支援新制度では、子育て支援に関する「量」の拡充及び「質」の向上が目指されており地域におけるきめ細かな子育て支
援が求められている。
・ファミリー・サポート・センター、一時預かり事業、地域子育て支援拠点事業等が市町村において実施されており、子育て家庭に対する支
援を実施している。
・上記の事業に従事している者は保育士資格等を有している者の他、資格等を有していない地域の方もおり従事者の質の向上が課題と
なっている。
・市町村によっては研修を実施している場合もあるが統一的な基準の研修はなく、地域によって研修内容と受講機会にバラつきがあり子ど
もが健やかに成長できる環境や体制が確保されるよう人材の育成が必要である。

13,932 13,932

合計（A) 0
-

29年度

事業番号 04 07 20 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 子育て支援員認定研修事業 担
当
課

部局 県民文化部

課・局・室 こども・家庭課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－２　子育て先進県の実現

３　子育て支援体制の充実 実施期間 H28 ～

１－１　人生を楽しむことができる働き方・暮らし方の創造

２－３　若者のライフデザインの希望実現

１－(２)信州ならではの魅力ある子育て環境づくり

mailto:kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

